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技術・家庭科(技術分野)における効果的な学習指導

－年間指導計画と教材・教具等の工夫－

ものづくりなどの実践的・体験的な学習活

動を通して，技術分野における４学習内容を

生徒に習得させるためには，地域や学校及び

生徒の実態等に応じて年間指導計画を作成し，

教材・教具等を工夫して効果的に学習活動を

展開していく必要がある。

そこで，本稿では，効果的な学習指導につ

いて，年間指導計画作成や教材・教具等の工

夫を通した実践の具体例を提示しながら述べ

る。

１ 地域や学校及び生徒の実態に応じた年間

指導計画作成の工夫

各分野の各項目に配当する授業時数及び

履修学年については，地域や学校及び生徒

の実態等に応じて各学校で適切に定めるこ

ととしている。図１は，特に「情報に関す

る技術」と「生物育成に関する技術」の学

習内容で，以下の２点について配列を工夫

し，作成された年間指導計画の例である。

○ 「情報に関する技術」を第１学年の

ガイダンス直後に３時間履修させる。

○ 「生物育成に関する技術」は題材を

工夫して，第１学年と第２学年に分け

て履修させる。

図１の年間指導計画では，「情報に関す

る技術」について，主に第２学年で履修さ

せるように計画している。

現在では，多くの家庭にパソコンが普及

しており，気軽にインターネットやメール

等ができる環境にあるという実情がある。

また，パソコン等を使用する知識や技術

は，ある程度身に付けているが，情報モラ

ルや情報セキュリティについての知識や意

識が低いため，ネット等によるトラブルに

巻き込まれる生徒がいるという実態もある。

図１ 年間指導計画の作成例
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そこで，第１学年の最初に履修させるガ

イダンスに続いて，すぐに，情報モラルや

情報セキュリティの学習を位置付ける。そ

うすることにより，ネット等によるトラブ

ルの未然防止に役立てることができる。

次に，「生物育成に関する技術」につい

ては，第１学年の２学期後半から３学期に

かけて「卒業式をきれいな花で飾ろう」と

いう題材で履修させ，栽培に関する基礎的・

基本的な学習内容を学ばせる。

また，第２学年の２学期からは，「情報

に関する技術」を学習させるのと同時期に，

月に２時間程度「生物育成に関する技術」

で，養液栽培を学習させ，定期的に管理作

業を行わせる。

このように，地域や学校及び生徒の実態

等に応じて，それぞれの学校で工夫して年

間指導計画を作成することにより，効果的

に学習指導を進めることができる。

２ 教材・教具の工夫

(1) 養液栽培の取組

養液栽培とは，植物を固定する土の代

わりにスポンジ等を利用し，水の中に根

を張らせて，生育に必要な養分を含んだ

培養液を与えて栽培する方法である。

養液栽培には，以下のような利点があ

る。

○ 土壌病害や連作障害を回避できる。

○ 耕起・畝立などの土耕に必要な作

業が省略できるので，天気に左右さ

れず室内で取り組める。

○ 普通栽培と比較し，養分や水分等

の管理も比較的容易である。

図２ ミニトマトの養液栽培の手順
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また，材料も使用済みのペットボトルや

スポンジ，フェルト布を使用することで，

製作費用の問題も解消することができる。

図２は，初めての場合でも，容易に取

り組めるミニトマトの養液栽培の手順を

示している。

養液栽培は，ミズナや春菊等，ほかに

もいくつかの植物で行うこともできるが，

誘引・摘芽・摘しん等の管理作業を多く

含んだミニトマトの栽培が，教材には適

している。

(2) 製作品の二題材制による取組

生徒は，家庭等において工具などの使

用経験が，以前に比べると少ないため，

工具の仕組みや使用方法等について理解

はするものの，実習を行うと失敗し，製

作意欲が低下する場合がある。そこで，

練習題材で試行する機会を設けることで，

工具の仕組みや使用方法等についての学

習内容を確認でき，技術の向上にもつな

がると考える。

しかし，単に切断や部品加工等を行う

だけでは材料が無駄になるため，練習題

材として，一連の作業工程の試行を終え

た際に簡単な一つの作品が出来上がれば，

更に生徒の意欲も高まると考えた。その

作品例が写真１の「かぎ掛け」である。

写真１ 練習題材作品例「かぎ掛け」

基礎的・基本的な技術の向上を目的と

した練習題材を製作しながら，さらに，

製作品を完成させたときに達成感や成就

感を十分に味わえるような，主題材を製

作する二題材制を取り入れる。図３は，

その二題材制のイメージ図である。

図３ 二題材制のイメージ図

写真２の「卓上リモコンラック」は，

一枚板（1000×210×12(mm)）とベアリン

グを材料として製作でき，生徒が達成感

や成就感を味わうことのできる主題材の

作品例である。

写真２ 主題材作品例｢卓上リモコンラック｣

基本型は八つの部品（前板２・後板２・

側板２・底板２）で構成され，余りの板

材を仕切り板として活用できるように設

計することができる。

(3) フリーソフト「Google SketchUp」の活用

図４は，この「卓上リモコンラック」

をフリーソフト「Google SketchUp」を
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活用して作成した部品図である。

図４ 「卓上リモコンラック」の部品図

立体をミリメートル単位で簡単に作成

でき，作成した立体を回転させることで，

キャビネット図や等角図，第三角法によ

る正投影図で見ることができる。そのた

め，生徒は製図したものを立体として簡

単に見ることができるので，完成した形

をイメージしやすくなる。このソフトは，

フリーソフトなので，自由に活用するこ

とができる。

このように，製作品を二題材制とし，

フリーソフトを教具として活用すること

により，効率的に製作を進め，技術の向

上を図ることができる。

３ 評価の工夫

技術・家庭科において，学習内容を取り

扱う際に配慮すべき事項として，実践的・

体験的な学習活動の充実が重視されている。

実践的・体験的な学習活動を充実させ，学

習を効果的に進めるために，特に生徒の技

術の向上に視点を当てたチェックカードを

活用する方法がある。

評価規準を踏まえて，技術を定着させる

ためのチェックカードを生徒に提示し，ペ

アやグループ等による相互評価を行う。そ

の際，スモールステップで評価項目を設け，

生徒自身が細かく自分の成長や進歩を実感

できるように工夫する。

図５は，そのチェックカードの例である。

図５ チェックカード

図５「チェックカード」の第１項目から

第５項目までは，実習の様子を観察しなが

ら評価をし，第６項目から第10項目までは，

製作した作品を確認しながら評価を行う。

評価してもらう生徒は，練習題材及び主

題材それぞれの同じ製作工程におけるチェッ

クカードを比較することにより，自分の技

術の変化にも気付くことができる。

このような相互評価を活用することによ

り，生徒は評価のために学習するのではな

く，評価を学習に生かしていく学び方がで

きるようになる。つまり，生徒がペア又は

グループで，相互に高め合う場面を設定す

ることにより，製作において練習題材で習

得した技術を，主題材の製作に生かしてい

けるようになることが期待できる。

これらの実践例を参考にし，各学校におい

て，それぞれの地域や学校及び生徒の実態等

に応じて年間指導計画を作成し，教材・教具

等を工夫することにより，技術分野における

４学習内容全てにおいて，効果的な学習活動

が展開されていくことを期待している。
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